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論文内容の要旨

【目的】

日本人は多くの健康指標において優れた記録を達成しているが，飲酒，喫煙などの生活習慣に関しては，決して望

ましいものではないという報告がある。口腔衛生について，わが国の歯科疾患実態調査(1993) の結果は， 30歳代お

よび40歳代において， う蝕経験歯数が増加してきた傾向を示しており，近年の日本人の歯科保健行動に関して，改善

が望まれるということも指摘されている。この点，英国では， Adult Dental Health Survey 1988によると住民の約

50%が定期的に歯科受診を行っており，近年，歯科保健の現状に著しい改善がみられたということが報告されているo

本研究は， ロンドン大学キングズ・カレッジ歯科公衆衛生学教室の協力を得て，日英両国成人の口腔衛生の実態お

よび‘歯科保健行動の状況について比較研究を行い，両国成人の歯科保健の現状について相対的な特徴，および関連す

る要因を明らかにすることにより，わが国成人の歯科保健対策の推進に役立つ知見を得ることを目的として実施した

ものである。

【方法】

英国の日系企業の従業員を対象に口腔診査および自記式の質問票調査を行った。口腔診査では，口腔清掃状態につ

いて Greene & Vermillion による Debris Score，および Calculus Score を基準に従って 6 歯面について記録し，各

Score の最大値の和が O あるいは l の者を口腔清掃状態「良好」とし，値が 2 以上の者を「不良」とした。歯科保健

行動については，質問票の項目のうち，歯口清掃習慣，清掃用具および定期歯科受診状況に関連した12項目を分析に

用いた。 20歳--49歳の日本人従業員335名(男性258名，女性77名)，英国人従業員301名(男性139名，女性162名)に

ついて分析を行った。

分析には SPSS for Windows を用い，群間の割合の検定には x 2 検定を用いた。また口腔清掃状態に対する歯科保

健行動の関連については判別分析を行い，選択基準を F値の確率 5%以下として， ステップワイズ法により Wilks

の A が最小になる変数を選択した。

【成績】

1.口腔清掃状態の「良好」な者の割合は，男性では日本人従業員で19.8%，英国人従業員で、43.2%であり，英国人

従業員において有意に高率であった。年齢階級別の分析結果においても，各年齢階級において，良好な者の割合は英

国人従業員に有意に高かった。女性では，良好者の割合は日本人従業員で40.3%，英国人従業員で40.7% であり，有
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意差は認められなかった。各年齢階級別の割合においても，女性では有意差は認められなかった。

2. 口腔清掃状態の「良好J r不良」の状態を目的変数，歯科保健行動の各項目の実施の「有J r無」を説明変数とし

て，半IJ別分析を行った。男性では， r就寝前の歯みがき J r小児期の定期歯科受診J r夕食後の歯みがき J r現在の定期

歯科受診」の 4 項目が選択され，女性では「小児期の定期歯科受診J r朝食後の歯みがき J r現在の定期歯科受診」の

3 項目が選択された。年齢階級別の分析では，男性のすべての年齢階級において「現在の定期歯科受診」が選択され

fこ。

3. 判別分析で選択された各項目の実施者の割合を比較すると，男性では各年齢階級において「夕食後の歯みがき」

を除く全ての項目について，英国人従業員において実施者の割合が高率であり， r現在め定期歯科受診」を行ってい

ると答えた者の割合は，いずれの年齢階級においても有意差が認められた。女性では， 20歳代の「デンタルフロスの

使用」について，有意ではないが日本人従業員において実施者の割合が高率であり， 40歳代では「現在の定期歯科受

診」実施者の割合が英国人従業員において有意に高率であった。

4. 歯科保健行動の実施項目数別に実施者数の分布をみると，男性では，英国人従業員において，各年齢階級におい

て実施項目数の多い者が有意に多い傾向がみられた。女性では， 40歳代の者において，実施項目数の多い者の割合が

英国人従業員に有意に高率であった。

5. 定期歯科受診の実施状況別の分布をみると，男性では各年齢階級において，日本人従業員では「小児期の定期歯

科受診J r現在の定期歯科受診」ともに「なし」と回答した者が最も多く，英国人従業員では「小児期の定期歯科受

診J r現在の定期歯科受診」の一方，あるいは双方について「あり」と答えた者の割合が多く，両者の分布に有意の

差がみられた。女性においても同様の傾向がみられ， 20歳代， 30歳代において有意の関連がみられた。

6. 定期歯科受診と現在の口腔清掃状態の関連をみると，男女ともに「小児期の定期歯科受診J r現在の定期歯科受

診」ともに定期歯科受診「あり」の者において，現在の口腔清掃状態が「良好」の者の割合が最も大きく， r小児期」

「現在」ともに受診「なし」の者において最も小さい傾向がみられ，男性では総数および各年齢階級において， また

女性では総数，および30歳代を除く年齢階級において有意の関連が認められたD

【総括】

ロンドンの日系企業に勤務する日本人従業員および英国人従業員を対象として口腔診査および質問票調査を行い，

口腔衛生の状態，および関連する要因について比較研究を行った。口腔清掃状態が良好な者の割合は，男性では英国

人従業員において高く，女性では日英の従業員の間に有意な差を認めなかった。現在の口腔清掃状態と関連する歯科

保健行動について判別分析を行ったところ，男性では各年齢階級において「現在の定期歯科受診」が共通の項目とし

て選択され，女性では一致して選択される項目は認められなかった。選択された保健行動の実施者の割合について，

ほとんどの項目について男性では英国人従業員が日本人従業員よりも高率であった。また保健行動の実施項目数につ

いても，男女ともに英国人従業員において実施項目数が多い傾向がみられた。これらの結果から，男性における口腔

清掃状態の差は，保健行動の実施状況の差による影響が大きいと考えられた。

今回の分析の中で，歯科保健行動の中でも，定期歯科受診の動向について日英従業員の聞に顕著な相違が認められ，

この定期歯科受診の内容は口腔清掃状態と有意の関連を有することが示されている。この定期歯科受診については，

本研究結果からも明らかなように，わが国の住民の保健行動の中にほとんど定着していないものであり， これからの

成人の歯科保健の推進に対し，この面での具体的な施策の検討が行われることが必要であると考えられる。

論文審査の結果の要旨

本研究は， ロンドン大学キングズ・カレッジ歯科公衆衛生学教室の協力を得て，ロンドンの日系企業に勤務する日

本人従業員および英国人従業員を対象として，口腔診査および質問票調査を行い，口腔衛生の状態，および関連する

要因についての比較研究を行ったものである。

口腔清掃状態が良好な者の割合は，男性では英国人従業員において高く，女性では日英の従業員の間に有意な差を

認めなかった。現在の口腔清掃状態と関連する歯科保健行動についての判別分析の結果では，男性では「就寝前の歯



みがき J I小児期の定期歯科受診J I夕食後の歯みがき J I現在の定期歯科受診」の 4 項目，女性では「小児期の定期

歯科受診J I朝食後の歯みがき J I現在の定期歯科受診」の 3 項目が有意なものとして選択された。選択された保健行

動の実施者の割合についてみると，ほとんどの項目において，男性では英国人従業員が日本人従業員よりも高率であっ

た。また，判別分析で選択された歯科保健行動の実施項目数についても，男女ともに英国人従業員において実施項目

数が多い傾向がみられた。さらに，今回の分析の中で，歯科保健行動について，特に定期歯科受診の動向に関して日

英従業員の聞に顕著な相違が認められ，英国人従業員は， 日本人従業員に比べて小児期，および調査時点の定期受診

「あり」と答えた者が多かった。また，この定期受診は「あり」と答えた者は「なし」と答えた者よりも， 口腔清掃

状態が良好な傾向がみられた。

これらの結果から， 日英両国成人の口腔清掃状態の差は，保健行動の実施状況の差，特に定期歯科受診状況の差に

よる影響が大きいと考えられた。定期歯科受診については，本研究結果からも明らかなように，わが国の住民の保健

行動の中にはほとんど定着していないものであり， これからの成人の歯科保健の推進に対し， この面での具体的な施

策の検討が行われることが必要であることが示唆された。

本研究は，定期歯科受診行動が，成人の歯科保健に寄与することを示し，今後の歯科保健の施策を検討する上で，

貴重な知見を明らかにしたものであり，学位に値すると考えられる o
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